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【主な歳出】

事　　業　　内　　容 事 業 費
財　　源

国 県 町

三種町誕生10周年記念事業 54万  　円 54万 　円

臨時福祉給付金 3,356万1千円 3,356万1千円

子どもの貧困対策整備計画策定業務 371万1千円 225万  　円 146万1千円

二ツ森地区水門工事、館村地区・金仏堤安全
柵設置工事、志戸橋地区畑地化促進排水事業
補助

2,319万  　円 1,388万  　円 931万 　円

三種町商工会地域振興商品券発行事業 1,285万7千円 1,285万7千円

ゆめろん施設備品及び消耗品費 2,799万  　円 2,799万 　円

ゆうぱる施設改修工事（真空温水ヒーター等） 593万5千円 593万5千円

旧琴丘公民館解体工事 6,504万3千円 6,504万3千円

Ｂ＆Ｇプール鉄骨塗装工事 1,693万  　円 1,693万 　円

補正予算の内容

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

 ●一般会計 107億8,326万3千円 2億2,270万8千円 110億597万1千円

旧琴丘公民館を解体へ 平成28年６月定例会
補正予算の内容

●特別会計

会　　　計　　　名 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

国民健康保険事業勘定特別会計 27億4,606万8千円 △7,747万3千円 26億6,859万5千円

農業集落排水事業特別会計 1億6,972万9千円 78万7千円 1億7,051万6千円

衛生処理事業特別会計 2,045万8千円 13万2千円 2,059万　 円

●水道事業会計

区　　　　　　　分 補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

収益的支出 3億2,452万1千円 131万5千円 3億2,583万6千円

資本的支出 1億8,859万  　円 3,880万1千円 2億2,739万1千円
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3 採決結果、請願・陳情、特別委員会

○…賛成　●…反対　欠…欠席　棄…棄権　除…除斥　－…議場に不在
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結　
　

果

　　　　　　　　　　　　議　員　名

議　案　名　　　　　　　　　　　　

大
澤　

和
雄

宮
田　

幹
保

安
藤　

賢
藏

三
浦　
　

敦

清
水　

欣
也

工
藤　

秀
明

高
橋　
　

満

石
井　

秀
基

鈴
木　

一
幸

小
澤　

高
道

成
田　

光
一

加
藤
彦
次
郎

後
藤
栄
美
子

堺
谷　

直
樹

伊
藤　

千
作

平
賀　
　

真

児
玉　

信
長

一般会計予算の補正について ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

※採決の際に賛否が分かれた議案を掲載しています。

※議長は採決に加わりません。

議案採決結果

請 願　 陳 情   審査報告

陳　　情
件　　　　　名 陳  情  者  氏  名 付託委員会 結　果

教職員定数改善と義務教育費国庫負担割
合２分の１復元をはかるための、2017
年度政府予算に係る意見書採択の要請に
ついて

秋田県教職員組合
執行委員長　山縣　　稔

秋田県教職員組合能代山本支部
支部長　越後谷　茂

教育民生常任委員会 採 択

「子どもの医療費助成に係る国民健康保
険の国庫負担減額調整措置の廃止を国に
求める」意見書提出の陳情書

秋田県社会保障推進協議会
会長　渡辺　　淳

教育民生常任委員会 採 択

　陳情２件は次のとおり付託委員会で審議され、本会
議で採択と決定しました。

● 

名　
　

称

三
種
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会

● 

設
置
の
根
拠

地
方
自
治
法
第
１０９
条
及
び
三
種
町
議
会
委

員
会
条
例
第
５
条

● 

目　
　

的

議
会
改
革
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査

及
び
研
究
を
行
う
こ
と

● 

調
査
期
限

目
的
の
調
査
が
終
了
す
る
ま
で

● 

委　
　

員
（
６
名
）

委

員

長　

清
水　

欣
也

副
委
員
長　

工
藤　

秀
明

委　
　

員　

大
澤　

和
雄

　
　
　
　
　

宮
田　

幹
保

　
　
　
　
　

高
橋　
　

満

　
　
　
　
　

伊
藤　

千
作

　

平
成
２８
年
６
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の

こ
と
を
調
査
す
る
た
め
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
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議 

案 

審 

議

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
２７
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

〈
高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
支
援
事
業
〉

問
排
雪
地
と
し
て
土
地
を
提
供
し
て
く

れ
た
住
民
に
は
、
固
定
資
産
税
を
免

除
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
者
が
屋

根
の
除
雪
を
業
者
委
託
し
た
場
合
に
、
一

部
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

答
三
種
町
に
も
一
部
雪
の
多
い
地
域
は

あ
る
が
、
豪
雪
市
町
村
の
よ
う
な
対

応
は
無
理
が
あ
る
。
全
体
的
に
公
平
感
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

〈
可
燃
・
不
燃
ゴ
ミ
収
集
運
搬
業
務
〉

問
運
搬
業
務
委
託
費
の
減
額
の
理
由
は
。

ま
た
、
契
約
の
期
間
は
。

答
減
額
は
平
成
２７
年
度
分
の
入
札
差
額

に
よ
る
。
ま
た
契
約
期
間
は
、
平
成

２７
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
３２
年
６
月
３０
日

の
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
。

経
験
者
は
ま
だ
い
な
い
。

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正

〈
三
種
町
誕
生
１０
周
年
記
念
事
業
〉

問
形
と
し
て
残
る
記
念
品
を
考
え
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
な

ど
で
、記
念
ブ
ー
ス
等
は
考
え
て
い
る
か
。

答
記
念
品
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
記
念

ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。

〈
保
育
所
業
務
効
率
化
推
進
事
業
費
補
助
金
〉

問
補
助
金
の
内
容
は
。

答
保
育
所
の
業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
、

鵜
川
保
育
園
及
び
浜
口
保
育
園
に
補

助
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
子
ど
も
の
貧
困
対
策
整
備
計
画
策
定
業
務
〉

問
事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
整
備
計
画
と
い
う
名
称
は

差
別
意
識
を
生
ま
な
い
か
。

答
貧
困
状
態
に
あ
る
子
供
や
子
育
て
家

庭
の
実
態
調
査
と
支
援
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
い
、
支
援
対
策
を
策
定
す
る
た
め

の
計
画
を
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
実
態
調

査
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
ア
ン

条 例 改 正 専 決 処 分 報 告 区分 審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

三
種
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
児
童
の
保
育
園
に
お
け

る
保
育
の
奨
励
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

三
種
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
２８
年
度
三
種
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

平
成
２７
年
度
三
種
町
介
護
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
２７
年
度
三
種
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
２７
年
度
三
種
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
２７
年
度
三
種
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
２７
年
度
三
種
町
一
般
会
計

補
正
予
算

三
種
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
種
町
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
２７
年
度
三
種
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

平
成
２７
年
度
三
種
町
一
般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

議　
　

案　
　

名

16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 － － 賛成 採決
状況0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － 反対

可決 可決 可決 可決 承認 承認 承認 承認 承認 承認 承認 承認 報告 報告 結果

三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

問
ゆ
め
ろ
ん
の
温
泉
プ
ー
ル
を
利
用
す

る
場
合
は
、
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば

入
れ
な
い
の
か
。

答
安
全
面
を
考
慮
し
、
利
用
者
に
利
用

の
仕
方
が
あ
る
程
度
浸
透
す
る
ま
で

は
講
習
を
受
け
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

三
種
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正

問
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と

町
長
が
認
め
る
者
と
は
。

答
県
が
定
め
る
研
修
を
受
講
す
る
か
、

常
勤
と
し
て
１
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
者
で
あ
る
。

問
研
修
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
ま
た
、
１
年
以
上
の
経
験
者
と

は
ど
う
い
っ
た
者
か
。

答
県
主
催
の
研
修
な
の
で
、
県
か
ら
の

通
知
を
受
け
て
町
の
広
報
で
周
知
す

る
。
新
し
い
制
度
な
の
で
、
１
年
以
上
の



第42号  Ｈ28.8.1

三種町 議会だより

5 議案審議、議案一覧

ケ
ー
ト
や
学
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
予
定

し
て
い
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
ご
理
解
願
い

た
い
。

〈
畑
地
化
促
進
排
水
事
業
費
補
助
金
〉

問
補
助
対
象
地
区
は
、
具
体
的
に
ど
の

辺
り
か
。
ま
た
、排
水
事
業
の
内
容
は
。

答
場
所
に
つ
い
て
は
、
金
岡
小
学
校
の

下
、
字
名
で
は
熊
沢
で
あ
る
。
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
水
田
の
排
水
性
の

向
上
と
い
う
こ
と
で
、
も
み
殻
暗
渠
施
工

に
対
す
る
助
成
で
あ
る
。

〈
三
種
町
商
工
会
地
域
振
興
商
品
券
発
行
事
業
〉

問
事
業
の
内
容
と
利
用
期
間
は
。

答
地
域
振
興
券
の
発
行
事
業
で
、
プ
レ

ミ
ア
ム
分
は
１０
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て

い
る
。
利
用
期
間
は
平
成
２８
年
８
月
１
日

か
ら
平
成
２９
年
１
月
３１
日
ま
で
で
あ
る
。

問
商
品
券
発
行
事
業
費
を
当
初
予
算
で

措
置
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
）

答
安
易
に
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

検
証
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初

予
算
に
計
上
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
ゆ
め
ろ
ん
の
消
耗
品
費
・
施
設
備
品
費
〉

問
多
目
的
ホ
ー
ル
の
会
議
用
テ
ー
ブ
ル

と
交
流
会
用
テ
ー
ブ
ル
と
の
違
い
は
。

答
会
議
用
は
研
修
等
で
使
用
さ
れ
る
長

テ
ー
ブ
ル
で
、
交
流
会
用
は
宴
会
等

で
使
用
さ
れ
る
丸
テ
ー
ブ
ル
で
あ
る
。

問
多
目
的
ホ
ー
ル
の
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス

が
２４０
人
分
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
２４０

人
も
集
客
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答
営
業
等
で
実
績
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問
多
目
的
ホ
ー
ル
の
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス

の
価
格
は
適
正
か
。

答
適
正
と
考
え
る
。

問
食
器
関
係
も
２４０
人
分
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
選
定
す
る
の
は
ゆ
め
ろ
ん
の

調
理
師
か
。
こ
れ
ら
は
、
公
金
で
は
な
く
、

営
業
努
力
で
購
入
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

答
ゆ
め
ろ
ん
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て

精
査
の
上
、計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

改
修
工
事
に
お
け
る
初
度
備
品
な
の
で
、

町
で
調
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
浴
槽
に
炭
酸
泉
や
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

発
生
装
置
を
設
置
す
る
目
的
は
。

答
健
康
増
進
の
た
め
に
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

〈
ゆ
う
ぱ
る
施
設
改
修
工
事
〉

問
工
事
費
の
内
容
は
。

答
機
械
室
内
に
あ
る
真
空
温
水
ヒ
ー
タ

ー
及
び
濾
過
機
材
の
改
修
で
あ
る
。

〈
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
鉄
骨
塗
装
工
事
・
設
計

監
理
業
務
〉

問
民
間
の
感
覚
か
ら
は
、
工
事
費
及
び

設
計
費
が
高
額
と
考
え
る
が
。ま
た
、

完
成
ま
で
の
期
間
は
。

答
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
３
種
ケ
レ
ン

（
錆
落
と
し
）
１
回
、
錆
止
め
塗
装

１
回
、
フ
ッ
素
樹
脂
塗
装
は
２
回
と
い
う

工
程
及
び
吊
り
足
場
と
い
う
こ
と
で
積
算

し
た
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
設
計
費
に
は
、

工
事
の
監
理
業
務
も
入
っ
て
い
る
。
工
事

完
成
ま
で
の
期
間
は
２
か
月
を
想
定
し
て

い
る
。

発議 議 会 選 任 等 任命 平成28年度予算 指定管理 条例改正
議
員
派
遣
の
件
（
県
北
地
区
町
村
議

会
議
員
研
修
会
、
町
村
議
会
広
報

研
修
会
、
町
村
議
会
議
員
研
修
会
）

能
代
市
山
本
郡
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
議
会
の
議
員
の
選
挙

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
の
議
員
の
選
挙

議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委

員
の
選
任

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

水
道
事
業
会
計
予
算
の
補
正

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

の
補
正

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
の
補
正

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
の
補
正

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計
予
算
の
補
正

一
般
会
計
予
算
の
補
正
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
入

指
定
管
理
者
の
指
定
（
三
種
町

八
竜
高
齢
者
交
流
施
設
）

三
種
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 14 16 16 16
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
可決 決定 決定 決定 決定 決定 決定 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

※
１
人
欠
席
の
た
め
、
全
議
案
の
採
決
総
数
は
１６
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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平
賀
①
日
本
全
土
で
自
然
災

害
が
頻
発
し
て
い
る
。

　

被
災
者
が
発
生
し
た
場
合
の

救
済
制
度
、
見
舞
金
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
見
舞
金

は
条
例
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断
の
進

捗
状
況
は
。
診
断
補
助
事
業
の

拡
大
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
保
育
所
、
小
中
学
校
、
児
童

ク
ラ
ブ
等
で
は
自
然
災
害
へ
対

策
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

町
長
①
自
然
災
害
被
災
者
に

対
す
る
救
済
制
度
は
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
が
あ
り
、
死
亡
さ
れ
た
場

合
、「
生
計
を
主
に
維
持
し
て

い
る
方
は
５００
万
円
」「
そ
の
他

の
方
は
２５０
万
円
」
が
支
給
さ
れ

る
。
こ
の
他
に
災
害
障
害
見
舞

金
の
支
給
や
災
害
援
護
資
金
の

貸
し
付
け
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
災
害
被
災
者
に
対
し

て
は
見
舞
金
支
給
要
綱
を
定
め
、

家
屋
の
全
懐
、
流
失
に
対
し
て

は
１５
万
円
、
半
壊
、
床
上
浸
水

に
対
し
て
は
５
万
円
を
支
給
す

る
な
ど
、
特
例
的
に
要
綱
を
改

正
し
機
動
的
な
対
応
を
し
て
い

る
の
で
条
例
の
制
定
は
考
え
て

い
な
い
。

②
耐
震
化
の
進
捗
状
況
は
５５
パ

ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
い
る
。

耐
震
診
断
の
補
助
の
上

限
は
３
万
円
で
あ
る
。

こ
の
額
は
、
耐
震
診
断

料
が
１０
万
円
程
度
で
あ

る
事
を
勘
案
す
れ
ば
、

適
切
な
額
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
こ
れ
を
拡
大

す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

③
保
育
所
、小
中
学
校
、

児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
対

策
と
し
て
は
、
今
後
と

も
引
き
続
き
防
災
知
識

の
普
及
を
計
画
的
に
実

践
し
て
い
く
。
特
に
予

防
措
置
、
避
難
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
発
育

段
階
に
応
じ
た
指
導
に

よ
り
、
保
育
・
教
育
活

動
全
体
を
通
じ
た
防
災

教
育
に
努
め
て
い
く
。

平賀 　真 議員

子
供
た
ち
に
福
祉
教
育
の
実
践
の
場
を
提

供
す
べ
き

教
育
長  

福
祉
施
設
へ
の
訪
問
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
行
っ
て
い
く

平
賀
家
庭
環
境
の
多
様
化
に

よ
り
、
三
世
代
同
居
家

庭
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　

子
供
た
ち
が
高
齢
者
と
接
す

る
機
会
が
減
り
福
祉
に
対
す
る

意
識
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
利
用
し
福
祉
教
育
の
実
践
の

場
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
小
中
学
校
や
保
育
所

で
は
、
祖
父
母
と
の

体
験
学
習
、
障
が
い
者
施
設
や

老
人
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
・
交

流
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
の
学
校
行
事
へ
の
招
待
や
年

賀
状
の
送
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
や
体
験
活
動
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
障
が
い
者
に
対
す
る

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
大

切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
る
サ
ポ
ー
タ

ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

森岳小学校２年生の老人ホーム訪問

保育所、小中学校、児童クラブ等に対する
自然災害対策は

　町長  保育・教育活動全体を通じた防災教育に努めていく
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小澤 高道 議員

保育士は十分に確保されているのか

　町長  保育士の確保に鋭意努力する

小
澤
待
機
児
童
問
題
が
社
会

的
関
心
事
と
な
っ
て
い

る
な
か
保
育
園
の
統
廃
合
と
い

う
う
わ
さ
が
聞
こ
え
る
が
、
町

の
今
後
の
保
育
園
運
営
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
う
。
ま
ず
当

町
の
待
機
児
童
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長
現
時
点
で
は
当
町
に
は

待
機
児
童
は
い
な
い
。

し
か
し
、
育
児
休
暇
が
終
了
し

た
段
階
で
入
園
を
希
望
す
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
の
確

保
が
で
き
な
け
れ
ば
入
園
を

待
っ
て
い
た
だ
く
可
能
性
も
あ

る
。

小
澤
給
料
を
含
め
待
遇
が
悪

い
た
め
保
育
士
が
足
り

な
い
と
い
う
全
国
的
な
問
題
が

あ
る
が
、
公
立
保
育
園
の
保
育

士
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
保
育
士
不
足
で
他
市

町
村
へ
の
委
託
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
当
町
の
公
立
保
育
園
の

通
常
保
育
と
延
長
保
育

を
含
め
た
勤
務
シ
フ
ト
は
余
裕

の
な
い
勤
務
状
態
が
続
い
て
お

り
、
日
々
時
間
外
勤
務
等
で
対

応
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
町
と
し
て
も
引
き
続

き
保
育
士
の
募
集
を
し

て
い
く
と
と
も
に
、
待

遇
改
善
に
努
め
な
が
ら

保
育
士
の
確
保
を
図
り

待
機
児
童
を
出
さ
な
い

よ
う
鋭
意
努
力
す
る
。

　

ま
た
、
町
外
保
育
園

へ
の
入
園
に
つ
い
て

は
、
現
在
１３
件
と
な
っ

て
い
て
、
そ
の
理
由
と

し
て
は
「
職
場
に
近

い
」、「
通
勤
途
中
に
預

け
た
い
」
と
い
っ
た
、

保
護
者
の
希
望
に
沿
っ

た
結
果
と
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

総
務
課
長

保
育
士
の

採
用
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
は
何

名
か
の
採
用
を
し
た
い

と
検
討
し
て
い
る
。

惣
三
郎
沼
公
園
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を

町
長  

検
討
す
る

小
澤
　

惣
三
郎
沼
周
辺
は
、

き
れ
い
に
手
入
れ
が
さ

れ
て
お
り
、
釣
り
大
会
が
開
か

れ
る
な
ど
、
賑
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
子
供
の
遊
具

が
あ
る
場
所
も
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

奥
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の
利

用
が
悪
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
、
森
岳
温
泉
の
活
性
化
を
ね

ら
い
と
し
て
、
当
町
の
高
齢
化

に
対
応
し
た
ク
ア
オ
ル
ト
と
並

行
し
た
運
動
の
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

町
長
惣
三
郎
沼
公
園
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
周
辺
の
利
用

実
態
だ
が
、
開
設
当
初
は
全
県

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
テ
ニ
ス

な
ど
多
く
の
利
用
が
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
限
ら
れ
た
利
用

し
か
な
く
、
芝
生
の
広
場
に
比

べ
て
利
用
頻
度
は
低
い
。
本
施

設
は
、
国
の
補
助
事
業
で
あ
る

カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
事
業
で
造

成
さ
れ
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、

利
用
者
や
周
辺
地
区
住
民
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
の
可
否
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

下岩川保育園
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税務処理上の問題点が目立つようになっている

　町長  職員に対し自覚と反省を促す

清水 欣也 議員

清
水
わ
が
町
の
税
務
課
は
非

常
に
よ
く
や
っ
て
い
る

と
評
価
し
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
、
最
近
税
務
処
理
に
関
し

て
法
令
や
通
達
等
の
認
識
不
足

や
調
査
不
足
な
ど
に
よ
る
課
税

誤
り
に
よ
っ
て
加
算
金
を
付
け

て
税
を
返
還
す
る
ケ
ー
ス
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
に
関
連
し
て
、
次
の
点
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

　

合
併
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で

の
１０
年
間
で
、
不
適
切
な
税
務

処
理
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

加
算
金
を
付
け
て
返
還
し
た
件

数
、
金
額
及
び
加
算
金
の
額
は

い
く
ら
か
。

町
長
件
数
は
４０
件
で
、
返
還

金
は
８３３
万
４００
円
で
あ
る
。

ま
た
、
加
算
金
の
額
は
２４３
万
６００

円
で
あ
る
。

清
水
こ
の
４
月
に
固
定
資
産

税
の
住
宅
用
地
特
例
措

置
の
運
用
誤
り
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
と
国
保
税
と
を
合
わ
せ

て
２０
年
遡
っ
て
９６３
万
２
千
８００
円

を
町
民
に
返
還
し
た
が
、
こ
れ

は
何
ら
か
の
責
任
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
町
の
返
還
金
支
給
要

綱
で
は
、
納
税
実
績
を
示
す
資

料
が
あ
る
場
合
は
２０
年
以
上
の

も
の
で
も
返
還
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
町
は

２０
年
以
上
の
納
税
を
確
認
で
き

る
書
類
が
な
か
っ
た
と
し
て
返

還
の
最
長
期
間
を
２０
年
と
し
て

い
る
が
、
私
の
調
査
で
は
、
町

に
は
２０
年
以
上
の
資
料
は
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

町
長
故
意
に
不
適
切
な
事
務

を
行
っ
た
と
は
認
め
ら

れ
な
い
ほ
か
、
重
大
な
過
失
が

あ
っ
た
と
結
論
付
け
る
に
は
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
職

員
の
処
分
等
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
町
民
に
迷
惑
を

か
け
た
の
は
事
実
な
の
で
、
自

覚
を
し
っ
か
り
持
つ
と
と
も

に
、「
税
務
事
務
運
用
方
針
」

に
基
づ
き
適
正
な
課
税
事
務
に

努
め
て
い
く
。

税
務
課
長

２０
年
を
超
え
る
納

税
実
績
書
類
が
あ

る
か
ど
う
か
、
も
う
一
度
確
認

調
査
を
し
た
い
。

清
水
町
で
は
、
平
成
２３
年
度

か
ら
町
民
が
世
帯
分
離

を
し
た
場
合
、
そ
の
者
を
住
民

税
の
扶
養
控
除
の
対
象
に
し
な

い
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
町
は
こ
の
取
り

扱
い
は
不
適
切
な
運
用
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
本
来
扶
養
控
除

を
適
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
、
控
除
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
多
く
課
税
さ
れ
た
分
を

平
成
２３
年
度
に
遡
っ
て
加
算
金

を
付
け
て
町
民
に
返
還
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
返
還
は
、
世
帯

分
離
者
の
扶
養
控
除
の
申
告
を

し
て
い
る
納
税
者
の
一
部
に
つ

い
て
調
査
し
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
申
告
者
全
員
に
つ
い
て

調
査
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

ま
た
、
平
成
２２
年
度
ま
で
は

扶
養
控
除
の
申
告
を
し
て
い
た

の
が
、
平
成
２３
年
度
に
な
っ
て

無
申
告
に
な
っ
て
い
る
も
の
が

一
定
数
お
り
、
こ
れ
も
町
の
方

針
に
よ
っ
て
申
告
を
止
め
さ
せ

ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
調
査

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

税
務
課
長

前
者
に
つ
い
て
は

再
度
確
認
し
た
い

と
思
う
。
後
者
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。
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第42号  Ｈ28.8.1

三種町 議会だより

集会所等の改修補助条件の緩和を

　町長  現行のとおりでお願いしたい

堺谷 直樹 議員

堺
谷
集
会
所
等
の
老
朽
化
に

よ
る
修
繕
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
等
改
築
を
早
急
に
行
う
必

要
が
あ
る
場
合
、
今
あ
る
補
助

金
制
度
の
条
件
を
緩
和
す
る
な

ど
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長
合
併
時
は
所
要
額
の
２

分
の
１
を
限
度
に
補
助

し
て
い
た
が
、
平
成
２５
年
度
か

ら
は
一
世
帯
当
た
り
の
負
担
額

が
２
万
円
を
超
え
る
場
合
、
超

過
す
る
部
分
を
補
助
す
る
こ
と

に
よ
り
自
治
会
の
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

堺
谷
一
世
帯
当
た
り
の
負
担

額
を
２
万
円
に
し
た
経

緯
は
。

企
画
政
策
課
長
２
万
円
程
度

が
妥
当
と
の

判
断
か
ら
設
定
し
た
。

堺
谷
２
万
円
の
修
繕
費
を
負

担
で
き
な
い
か
ら
集
会

所
に
は
行
か
な
い
と
言
っ
て
い

る
お
年
寄
り
も
い
る
と
聞
く
。

自
治
会
の
使
い
や
す
い
補
助
金

で
な
い
と
意
味
が
な
い
。
高
齢

者
割
合
に
応
じ
た
基
準
緩
和
な

ど
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長
高
齢
化
世
帯

が
多
い
自
治

会
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
う
が
、
空
き
家
を
活
用
す
る

と
か
、
自
治
会
で
工
夫
し
て
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
。

堺
谷
町
民
の
目
線
に
立
っ
た

使
い
や
す
い
補
助
金
制

度
を
お
願
い
す
る
。

森
岳
温
泉
郷
の
活
性

化
を町

長  

検
討
す
る

堺
谷
余
剰
温
泉
を
利
用
し
、

冬
場
で
も
栽
培
可
能
な

ハ
ウ
ス
を
建
て
て
町
民
に
貸
し

出
し
て
は
。

　

ま
た
、
か
っ
ぱ
の
足
湯
と
は

別
に
、
ふ
る
さ
と
文
化
館
周
辺

に
足
湯
を
設
置
し
、
森
岳
温
泉

郷
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
ら
ど
う

か
。

町
長
温
泉
施
設
改
良
工
事
に

よ
り
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
は
少
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
足
湯
は
費
用
面
か
ら

現
実
的
で
な
い
と
考
え
る
。

堺
谷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ゆ

め
ろ
ん
を
見
た
が
、
非

常
に
素
晴
ら
し
い
施
設
と
な
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
期
待
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
反
面
、
森
岳
温
泉
の
民
間
施

設
は
自
ら
の
企
業
努
力
だ
け
で

太
刀
打
ち
す
る
に
は
、
非
常
に

厳
し
い
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

　

飲
食
店
を
含
む
森
岳
温
泉
の

民
間
企
業
に
配
慮
す
る
思
い
が

あ
る
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
要
望
の
実

現
を
。

町
長
森
岳
温
泉
郷
と
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
の
自
然
環

境
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
石
倉
山
も
含
め
て
全
体

の
景
観
を
見
な
が
ら
、
検
討
し

て
み
た
い
。

林崎自治会館
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第42号  Ｈ28.8.1

三種町 議会だより

国保税の引き下げを

　町長  今年度は現状を維持する

伊藤  千作 議員

伊
藤
政
府
は
、
低
所
得
者
の

多
い
国
保
の
保
険
者
対

策
と
し
て
、
平
成
２７
年
度
か
ら

約
１
千
７００
億
円
の
財
政
措
置
を

行
っ
た
。
厚
労
省
は
こ
れ
に
つ

い
て
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負

担
の
軽
減
や
そ
の
伸
び
の
抑
制

が
可
能
で
被
保
険
者
一
人
当
た

り
約
５
千
円
の
財
政
改
善
効
果

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
般
会
計
等

へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
計
画
的
・
段
階
的
に
解

消
す
る
よ
う
な
方
向
を
強
め
て

お
り
、
財
政
支
援
１
千
７００
億
円

を
国
保
税
の
負
担
軽
減
や
引
き

下
げ
の
た
め
に
活
用
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
市
町
村
が
行
っ

て
い
る
一
般
財
源
の
法
定
外
繰

り
入
れ
を
解
消
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
す
の
か
、
せ
め
ぎ
合
う
状

況
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
政
支

援
を
着
実
に
住
民
負
担
の
軽
減

に
繋
げ
る
取
組
み
が
重
要
で
あ

る
。

　

厚
労
省
の
資
料
に
よ
る
と
、

国
保
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

公
費
拡
充
な
ど
に
よ
り
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担

の
軽
減
や
、
そ
の
伸
び
の
抑
制

が
可
能
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
の
財
政
支
援
を
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
解
消
に

活
用
す
る
の
で
は
な
く
、直
接
、

住
民
負
担
の
軽
減
、
税
の
引
き

下
げ
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長
保
険
者
支
援
分
の
町
の

負
担
も
加
え
た
平
成
２７

年
度
の
国
保
会
計
へ
の
支
援
額

の
増
加
は
約
２
千
１１３
万
円
で
、

こ
れ
を
被
保
険
者
数
４
千
７８９
人

で
割
る
と
、
一
人
当
た
り
４
千

４１３
円
と
な
る
。
こ
の
支
援
は
、

今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
険
財
政
共
同
安
定

化
事
業
拡
充
に
よ
る
拠
出
金
と

交
付
金
の
差
が
、
平
成
２７
年
度

は
２
千
２１４
万
円
の
収
入
超
過
と

な
っ
て
、
前
年
に
比
べ
て
１
千

５４１
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
平
成
２７
年
度
の
国
保

財
政
は
、
１
千
９５４
万
円
、
一
人

当
た
り
に
す
る
と
約
４
千
８０
円

の
赤
字
で
済
む
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

赤
字
に
な
っ
た
最
も
大
き
な

要
因
は
、
保
険
給
付
費
が
一
人

当
た
り
３４
万
１
千
６０９
円
と
前
年

度
に
比
べ
、
率
に
し
て
８．２
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
保
険
者
支
援
分

に
よ
る
支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
保
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
今
年
度
は
、
税
率

を
据
え
置
く
こ
と
で
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
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三種町 議会だより

国
保
税
等
の
過
度
な

滞
納
処
理
は
な
い
か

町
長  

適
正
に
行
っ
て

い
る

大
澤
秋
田
県
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
徴
収
特
別
対
策

室
に
よ
る
三
種
町
の
平
成
２６
年

度
差
押
徴
収
額
内
訳
で
は
、
預

貯
金
差
押
９
件
、
生
命
保
険
差

て
も
差
し
支
え
な
い
と
認
め
ら

れ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
手
続

き
の
簡
素
化
、
省
略
化
を
図
る

観
点
か
ら
、
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

り
、
要
綱
に
省
略
で
き
る
定
め

が
な
い
こ
と
か
ら
、
要
綱
ど
お

り
求
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
間
取
り
の
変
更
の
な

い
場
合
な
ど
平
面
図
を
省
略
し

大澤  和雄 議員

住宅リフォーム助成事業、申請時の図面の省略化を

　町長  手続きの簡素化、省略化を検討する

大
澤
三
種
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
で
は
、
補

助
金
の
交
付
申
請
の
際
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
住
宅
の

平
面
図
及
び
工
事
施
工
箇
所
の

写
真
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
秋
田

県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事

業
で
は
、
併
用
住
宅
の
場
合
と

建
築
基
準
法
の
規
定
で
必
要
な

場
合
に
の
み
図
面
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
種
町
で
も
、県
と
同
様
に
、

住
宅
の
外
観
全
景
及
び
工
事
部

分
の
着
手
前
の
写
真
の
み
で
対

応
で
き
な
い
か
。

町
長
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
で
は
、
町
へ
の
申

請
時
に
平
面
図
を
添
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
間
取
り
等

を
変
え
る
場
合
に
、
写
真
だ
け

で
は
わ
か
り
づ
ら
い
た
め
に
提

出
を
求
め
て
き
た
も
の
で
あ

住宅リフォーム助成事業

押
１１
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
三

種
町
で
は
機
構
に
ど
の
よ
う
な

基
準
で
処
理
依
頼
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
差
押
え
さ
れ
た

世
帯
に
低
所
得
者
等
は
含
ま
れ

て
い
な
い
の
か
。

　

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
で

は
、
地
方
税
や
国
民
健
康
保
険

法
で
減
免
の
対
象
に
し
て
い
る

「
特
別
の
事
情
に
あ
る
者
」
に
、

自
治
体
が
判
断
す
れ
ば
生
活
保

護
基
準
以
下
の
者
も
入
れ
て
も

よ
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
処
理

件
数
の
中
に
そ
の
よ
う
な
世
帯

が
含
ま
れ
て
い
る
か
。
結
論
と

し
て
、
過
度
な
滞
納
処
理
は
な

い
の
か
、
実
態
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長
本
町
か
ら
秋
田
県
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
に

は
、
機
構
の
処
理
事
案
選
定
基

準
に
基
づ
き
、
個
人
住
民
税
の

滞
納
が
５０
万
円
以
上
で
、
な
お

か
つ
滞
納
処
分
を
行
う
に
足
り

る
財
産
を
有
す
る
な
ど
、
納
税

資
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
つ
い
て
処
理
依
頼
を
し
て
い

る
が
、
こ
の
基
準
を
満
た
す
事

案
の
中
か
ら
、
機
構
事
務
局
と

町
と
で
協
議
の
上
、
依
頼
す
る

者
を
最
終
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
選
考
基
準
と

し
て
、
住
民
税
の
滞
納
が
あ
る

こ
と
が
基
本
項
目
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
国
保
税
単
独
で
滞
納

処
理
の
依
頼
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
低
所
得
者
や
生
活

保
護
基
準
以
下
の
特
別
な
事
情

が
あ
る
も
の
は
、
処
理
依
頼
に

含
ま
れ
な
い
こ
と
を
了
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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じ
ゅ
ん
さ
い
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
野

菜
が
旬
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゆ
め
ろ
ん
も
改
修
さ
れ
、

ゆ
め
っ
ぴ
ぃ
と
も
ど
も
大
変
賑
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
編
集
委
員
に
よ
る

広
報
の
編
集
は
、
今
号
で
最
後
と
な

り
ま
す
。

　

簡
素
で
、
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
作
成
に
あ
た
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

目
ま
ぐ
る
し
い
天
候
に
体
が
つ
い

て
い
き
ま
せ
ん
。
皆
様
も
ど
う
か
お

体
を
大
切
に
。

鈴
木　

一
幸　

記

編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
第
４１
号
に
掲
載
し
ま

し
た
記
事
「
三
種
の
星
〜
直
売
所
シ

リ
ー
ズ
〜
」
の
中
の
「
八
竜
産
直
セ

ン
タ
ー　

メ
ロ
デ
ィ
ア
ン
」
の
寄
稿

者
名
等
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い
た

し
ま
す
。

【
誤
】

八
竜
直
産
セ
ン
タ
ー　

メ
ロ
デ
ィ
ア
ン

セ
ン
タ
ー
長　

高
橋　

輝
美

【
正
】

あ
さ
ど
り
会会　

長　

佐
々
木
美
枝
子

お詫びと訂正

新常任委員会等構成
●常任委員会 任期：平成28年7月4日～平成30年6月30日

総務常任委員会 教育民生常任委員会 産業建設常任委員会
委 員 長 平　賀　　　真 清　水　欣　也 工　藤　秀　明
副 委 員 長 伊　藤　千　作 後　藤　栄美子 高　橋　　　満

委 員

宮　田　幹　保 大　澤　和　雄 小　澤　高　道
石　井　秀　基 安　藤　賢　藏 加　藤　彦次郎
成　田　光　一 三　浦　　　敦 堺　谷　直　樹
金　子　芳　継 鈴　木　一　幸 児　玉　信　長

●議会運営委員会 任期：平成28年7月4日～平成30年6月30日

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　員

宮　田　幹　保 高　橋　　　満
安　藤　賢　藏 三　浦　　　敦
小　澤　高　道 成　田　光　一

●議会広報編集特別委員会 任期：平成28年7月4日～平成30年6月30日

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　員

大　澤　和　雄 後　藤　栄美子
石　井　秀　基 成　田　光　一
加　藤　彦次郎 堺　谷　直　樹

●議会改革特別委員会 任期：平成28年6月10日～調査終了まで

委 員 長 副 委 員 長 委　　　　　員

清　水　欣　也 工　藤　秀　明
大　澤　和　雄 宮　田　幹　保
高　橋　　　満 伊　藤　千　作

●能代山本広域市町村圏組合議会 任期：平成28年7月4日～平成30年6月30日

議　　会　　議　　員
金　子　芳　継 平　賀　　　真 清　水　欣　也 工　藤　秀　明

●能代市山本郡養護老人ホーム組合議会 任期：平成28年7月4日～平成30年6月30日

議 会 議 員 鈴　木　一　幸
※三種町議会委員会条例の規定
により、常任委員等の任期
は２年となっています。


